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【手続補正書】
【提出日】平成27年6月2日(2015.6.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２】
　前記デマルチプレクサ単位回路は、前記第２トランジスタが導通状態であるときに前記
第１トランジスタを非導通状態から導通状態に変化させ、且つ、前記ゲート線の電圧が前
記導通電圧に変動した後に前記第２トランジスタを非導通状態にする手段を有することを
特徴とする請求項１記載のアクティブマトリクスパネル。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項５】
　前記第１電圧をＶDD、
　前記第２電圧をＶSS、
　前記第１トランジスタのチャネル抵抗に対し前記第２トランジスタのチャネル抵抗が１
００倍となるときの前記第２トランジスタのゲート及びソース間電圧をVLL、
　前記第１トランジスタのチャネル幅及びチャネル長をＷ6及びＬ6、
　前記第２トランジスタのチャネル幅及びチャネル長をＷ7及びＬ7、
　前記第３トランジスタのチャネル幅及びチャネル長をＷ8及びＬ8、
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　前記第４トランジスタのチャネル幅及びチャネル長をＷ9及びＬ9、
　前記第１～第４トランジスタの閾値電圧の平均値をＶTHとすると、
　次式の関係を満たすことを特徴とする請求項３記載のアクティブマトリクスパネル。
【数５】
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